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リクエスト・ランキング！！ 


今回から、コラムにかわり、図書館の

リクエストランキングを発表します！ 

話題のあの本・あのＣＤは、いつにな

れば借りられるのかっ！ 

予約件数 

1位「使命と魂のリミット」東野圭吾 32 

2位「陰日向に咲く」劇団ひとり   28 

2位「ひとり日和」青山七恵     28 

4位「鈍感力」渡辺淳一       25 

5位「佐賀のがばいばあちゃん」島田洋七 22 

6位「東京タワー」リリーフランキー 21 

7位「名もなき毒」宮部みゆき    18 

8位「ラストイニング」あさのあつこ 17 

8位「ＨＯＭＥ」アンジェラ・アキ  17 

8位「ＦｉｒｓｔＭｅｓｓａｇｅ」絢香 17 

（2007年4月6日 現在） 

＊上位１０点は、ほぼ半年まちとなっ

ています。上位ランクの本やＣＤは途方

もなく長い待ち時間となっていますが、

そこは忍、忍。 

辛抱あるのみ！そして、図書館には、ベ

ストセラーだけじゃなく、いろんな分野

の隠れた名作もたくさんあるので、館内

を散策してビビッ！とくる１冊を見つけ

てみるのも楽しいですよ！ 

それでは、次号はどんな本が上位にな

っているか、乞うご期待！ 

 

特集＋α（ぷらすあるふぁ） 

今回の特集「スイーツ」いかがでした

か？甘いものって、本当に人を幸福にし

ます。今回から「特集ぷらすあるふぁ」

ということで、本だけじゃなく、図書

館にあるビデオやＣＤなども紹介しよ

うと思います。 

 

☆スイーツなＣＤ 

『ラヴ・ソングス』       201/ラ 

『恋する、アジア』       205/コ 

『ファーストＫＩＳＳ』松浦亜弥 211/マ 

『オルゴール＊ベストセレクション』204/オ 

 

ふむぅ、、。恋＝甘いの方程式ですね。 

春は新しいスタートの季節、なにかがはじまる予感

です。スイーツな曲をきいて恋愛もサクラサク・・・

なんていいじゃありませんか（妄想） 

 

 

☆スイーツなビデオ 

『ホームアローン２』C42/ホ 

 

ご存知、マコーレ・カルキンの代表作。 

クリスマスのニューヨーク、飛行機を乗り間違えた

ケビン。不安になるよりも普段できなかった事をや

りたい放題、お菓子食べ放題！ある意味、コドモの

夢をかなえてます！ 

◆ とぴっく ◆ 

新刊・この本読んで！ 

Read me ! 「特集★スイーツ」 

気になる、この本！ 

リクエストランキング 

特集＋α（ぷらすあるふぁ） 
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☆新刊・この本読んで！☆ 

1月から 3月にかけて入った新刊からおすすめの本を選びました。 

あなたのお気に入りはみつかるかな？ 

「ミミズクと夜の王」 紅玉いづき∥著 メディアワークス 913.6/ｺｳ ﾃｨｰﾝｽﾞ 

そこは魔物はびこる夜の森。たった独りでそこへ歩いてきた少女ミミ

ズクは満月のような目をもつ夜の王に出会う。そしてこう言った。「あ

たしのこと、食べてくれませんかぁ」しかし、願いは叶わなかった。ど

うにかして食べてもらおうとミミズクは毎日のように夜の王に会いに

行く。奴隷として家畜のような扱いをうけてきたミミズクは、人らしさ

を失い、泣くことも笑うことも知らなかった。そんな彼女を夜の王は優

しくするでも、殺すでもなく、ただ近づくことを許し、話を聞いた。そ

れにうれしさや幸せを感じたミミズクは、やがて「食べてほしい」とは

違う思いを抱き始める。 

「高校生のための東大授業ライブ」東京大学教養学部∥編 東京大学出版会 041/ｺ ﾃｨｰﾝｽﾞ 

「大学で行われている講義ってどんなのだろう？」なんて思ったこと

ありませんか？大学の中でも一番有名で難しいと言われている東京大学

の講義・・・興味ありませんか？そんな興味に答えてくれて、授業を楽

しむことができちゃう本があるんです。え？こんなところに注目して講

義しちゃうの・・・なんて面白く書かれている内容が盛りだくさん。ス

ーパーマンの話題から始まる再生医学や、あみだくじに注目してみた数

学の講義、有名な庭のひとつであるイングリッシュガーデンの誕生秘話

などなど。今まで興味がなかった分野にも目覚めてしまうかも？一足早

く、大学生活を味わって見ませんか？ 

「おばあちゃんが、ぼけた。」 村瀬孝生∥著 理論社 369/ム ﾃｨｰﾝｽﾞ 

 ティーンズのみんなは、自分がおじいちゃん、おばあちゃんになるな

んて、想像がつかないと思うけれど、年をとらない人はいないし、死な

ない人は一人もいない。この本は、サラリとおもしろく、ボケてしまっ

た、おじいちゃんやおばあちゃんの日常を紹介している。けれど、「介護

＝いいこと」というイメージは錯覚だ！とか、食べる、出す（排泄）、眠

る、っていう無意識にする事こそ「生きる」に直結している。なんて深

いコトバがたくさん詰まっていて、笑って終わりじゃない心に何か残る

１冊。どんな人だって、「必要のない人」はひとりもいないんです。 

図書館がオススメするすてきな本 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『ひな菊とペパーミント』 

野中柊∥著 講談社 2001年 913/ノ 児童 

結花は１３歳、クッキング部所属。ほのかに恋を意識するおとしご

ろ。そんな結花に大ショックな事件が発生する。 

離婚した両親の復縁をほのかに期待していたのに、父親の再婚話が

持ち上がってしまったのだ。相手には息子もいて、しかもその息子と

いうのが同じ中学でアイドル的存在の松岡だった。再婚反対で意見が

一致した二人は、再婚を阻止するため恋人同士のフリをするという作

戦をたてるが、学校でも付き合っているとうわさになってしまう。 

甘いだけじゃない、ミントのさわやかな味のする物語。 

『宮澤賢治のお菓子な国』 

中野由貴∥文 出口雄大∥絵 平凡社 1998年 910.2/ミ 一般 

お菓子を思いうかべると、いえ、実際食べたときでも良いんです

が、どうなりますか？幸せとかウキウキとか、朝昼夕の食事とは違

う気分を味わせてくれますよね。 

「注文の多い料理店」などで知られる宮澤賢治の童話に数多く登

場する「お菓子」にスポットをあてたのが本書です。幻想的な童話

をひもときながら、“お菓子の効用”についてあらためて気づかせ

てくれます。 

きれいな挿絵も満載で、これを読んでから童話を読むのも楽しい

かも。 

 

 今回のテーマは「スイーツ」です。 

 春になると美味しいスイーツがいっぱいでてきます。 

天気のいい日には、お花見をしながら食べたいですね。 

 本の中にも甘いお菓子がでてくるものもあるのを 

知っていますか？スイーツを食べながら、本の中でも 

スイーツを楽しむ・・二度美味しい体験しませんか？ 



 

『マリー・アントワネット』 

シュテファン・ツヴァイク∥著 中村京子∥訳 角川書店 2007 年 943.7/ﾂﾊﾞ 一般 

最近、映画にもなったマリー・アントワネット。夜ごと仮面舞踏会で

踊りあかし、美味しいものを食べて国の財を傾け、国民の怒りをうけ最

後はギロチンに・・・・というのがよく知られているマリー・アントワ

ネットの生涯ですが、それだけではないのです。貴族フェルゼンとの恋

や、王妃として成長していく姿など彼女の生涯を追いかけて見ません

か？「パンが無ければお菓子を食べればいい」という言葉、実際には言

われてなかったらしいということも確認する楽しみもありますよ。上下

巻と話は長めですが、読みやすい本です。 

『チョコレートを食べても太らないってホント？』 

ジョー・シュワルツ∥著 栗木さつき∥訳 主婦の友社 2003 年 430.4/ｼ 一般 

なんて魅力的なタイトルだろう！って思いませんか？この本には、

そんな興味が引かれるような事を集めた雑学がいっぱいの本なので

す。このタイトルどおり、チョコレートについての事が書かれてあっ

たり、匂いについて書かれてあったりと著者の体験や解説が書かれて

おり読みやすくなっています。ユリ・ゲラーに対してちょっと悪戯し

てみた話も載っていて興味が湧きますよ。それ以外にも、さまざまな

項目について数ページで書かれており、忙しくてなかなか・・・とい

う人でも区切りよく読むことができそうな一冊です。 

『チョコレート・アンダーグラウンド』 

アレックス・シアラー∥著 金原瑞人∥訳 求竜堂 2004年 933/ｼ ﾃｨｰﾝｽﾞ 

もし、チョコレートが食べられなくなったらどうしますか？ある日、

健全健康党という党が、甘いものは禁止というチョコレート禁止令を

発令し、国から甘いものがなくなり食べられなくなってしまいます。

そんな状況に立ち向かっていくハントリーとスマッジャーのチョコレ

ート好きの少年達。政府に抵抗し、周りの人たちと協力してチョコレ

ートをばれないように作ったり、食べたりしていきます。果たして、

この法律をなくすことができるのでしょうか？読み終わった後には思

わずチョコレートが食べたくなることまちがいなしの一冊です。 

 

『７人のパティシエ ―その発想の原点とケーキたち』 

高木康政〔ほか〕∥著 PARCO 出版 2002年 596.65/シ 一般 

表紙には白衣を着た７人の男たち。彼らはパティシエといって、

ケーキなどのお菓子を専門につくる職人です。本書では今活躍して

いる彼らの足跡と仕事ぶりを垣間見ることができます。また、難易

度は高そうなのですが、彼らが実際に作っているケーキのレシピも

紹介されていますので、将来パティシエを目指している人、お菓子

作り大好きな人、プロの味にチャレンジしてみてはいかがでしょ

う。 

ちなみに、この本に登場するのは男性ばかりですが、もちろん女

性のお菓子職人（パティシエール）もいますよ。念のため。 

『事典 和菓子の世界』 

中山圭子∥著 岩波書店 2006 年 383.81/ナ 一般 

和菓子の名前から、歴史、つくり方。和菓子のありとあらゆること

がわかってしまう、まさに事典です！飛鳥時代には、すでに木の実や

果物を菓子とよび、一年中、四季折々に植物や動物などのモチーフを

自然からまねて、くらしていた日本人。なんて優雅なのでしょう。 

和菓子の伝統は、代々受け継がれ、今も人々をしあわせにしてくれま

す。 

本の最後には、全国の和菓子の資料館や図書館の案内リストがアリ

◎もともと、和菓子が大好きな人も、和菓子に興味をもった人も、あ

らためて和菓子の奥深さに甘心（かんしん）することでしょう。 

『おかしな国のお菓子の本』 

池田あきこ∥お話と絵 佐藤かずよ∥お菓子の作り方 ほるぷ出版 1993 年 596/ｲ ﾃｨｰﾝｽﾞ 

おかしな妖精や魔女、動物がくらす不思議な国、わちふぃーるど。 

ある日、猫のダヤンは魔女に魔法をかけられ、においがわからなくな

ってしまいます。ドードー島のクスクスの実を食べれば、なおると言

われ、わちふぃーるど一周の旅へ。ダヤンが出会う、おかしな住人た

ちと、お話にちなんだかわいい、お菓子がレシピ付きで紹介されてい

ます。  メルヘンな世界をスイーツトラベル！絵本に出てきた、お

気に入りのスイーツを作ってみてはいかが？ 



 

 『Ｔｈｉｎｋ 夜に猫が身をひそめるところ』 

吉田音∥著 坂本真典∥写真 筑摩書房 1999年 913.6/ヨ 一般 

世界で一番おいしいと言われているお菓子の名前「ミルリトン」そ

の名前をつけた探偵局は、１３歳の著者（中学生）。ミルリトンとは、

一体どんな味なのか？好奇心旺盛な著者のエッセイ＋物語。 

黒猫、シンクが拾ってくる、街にうもれているゴミともガラクタと

もいえない不思議なモノ。そんな一つ一つのモノからも、いろんな想

像がうかび、、、。 

写真もｇｏｏｄ！ネコが拾った数々のものがファイリングされて、

本物なのか？ジョークなのか？わからなくなります。 

謎好き、驚き好きな人にオススメの１冊。 

『チョコレート・マウンテンに沈む夕日』 

スーザン・エルダーキン∥著 奥村直史∥訳 中央公論新社 2006年 933.7//ｴﾙ 一般 

 イギリスから、アメリカのアリゾナ砂漠へ、気候も風土もまったく

正反対の地で、トレーラーハウスに移り住んだシオボルト・ムーン。

一緒に住む少女ジョセフィンは彼を父と呼ぶが、母のことはなにも知

らない。そして、スロバキアの靴工場で働く娘、エヴァが、放浪のア

イスクリーム売りと出会うという、もうひとつの物語が時間を前後し

ながら展開していく。この２つの物語がどこでつながるのか、それは

読み進めてのおたのしみ！キーワードは「謎」。また、シオボルトの

おやつ好きもたのしく、いろんなお菓子の名が登場します。 

 

 

気になる、この本！ 

「この本読んで！」 

『ハッピーノート』草野たき∥作  ペンネーム：のらネコ さん 

２人で苦手なかもくをこくふくするためにハッピーノートと名づけたノートでべん

きょうしていて、その後２人がはなればなれになってしまう所が泣けます。 

 図：草野たきさんは他にもこんな作品を書いています。興味を持った人はこちら

もチェックしてみてくださいね！ 

『教室の祭り』岩崎書店      『ハーフ』ポプラ社 

『ハチミツドロップス』講談社   『猫の名前』講談社 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★もっと調べてみたい人・ほかの本を探したい人へ★ 

図書館では調べものや本を探すお手伝いをしています。 

カウンターなどで気軽に声をかけてね！ 

 
＊次回のテーマは「あっぱれ！職人技」です。お楽しみに！ 

他にもこんな本あります♪ 

 

○「ハンドメイドのお店屋さん」 

片山あゆ子∥著 主婦と生活社 2005年 594/カ 一般 

 

○「Ｂｏｌｅｒｏ」 

吉田音∥著 筑摩書房 2000年 913.6/ヨ 一般 

左ページで紹介した「Ｔｈｉｎｋ」の続編です。 

 

○「黒葡萄」 

宮澤賢治∥著 たなかよしかず∥版画 未知谷 2003年 913.8/ミヤ ﾃｨｰﾝｽﾞ 

 

○『チョコレート工場の秘密』 

ロアルド・ダール∥著 柳瀬尚紀∥訳 評論社 2005年 933/ダ ﾃｨｰﾝｽﾞ 

 

○「変なお茶会」 

佐々木マキ∥著 絵本館 1979年 Ｅ/サ ﾃｨｰﾝｽﾞ 

 

○『ヘンゼルとグレーテル』 

グリム∥著 植田敏郎∥訳 新潮社 1996年 943.8/グリ 一般 

 

○「アガサ・クリスティー探偵名作集 7 果物いっぱい、日曜日」 

アガサ・クリスティー∥作 各務三郎∥訳 岩崎書店 1991年 933/ク 児童 

 

○『地域限定 おかしなお菓子大集合』 

グループ・コロンブス∥編 講談社 2004年 588.3/チ 一般 

 
 

 


